
1.未来に向けた積極的な投資 2.財政健全化による歳入増加・歳出抑制 3.誰もが安心した生活の実現

令和７年度当初予算のポイント

ポイント１ 未来に向けた積極的な投資

● 六郷インター周辺整備事業（21,000千円）

企業誘致を強力に推進するため、整備計画書の策定及び設計業務を本格始動

● みたまの湯PFI事業導入調査事業（1,000千円）

温泉施設の高付加価値化を図るため、民間活力の導入可能性を調査

● 脱炭素化社会推進事業（21,979千円）

カーボンニュートラル社会実現のため、公共施設等照明のLED化を推進

● 少人数学級・特別支援員設置事業（88,715千円）

子どもたちの可能性を最大限開花させるため、きめ細かな教育体制を整備

ポイント３ 誰もが安心した生活の実現

3つの
ポイント

予算規模 91億1,800万円（一般会計）テーマ ＧＤＷ向上予算 ～未来戦略による新たな成長を目指す～

ポイント２ 財政健全化による歳入増加・歳出抑制

● 物件費（▲75,262千円）

公共施設等の最適化及び事業の見直しにより、物件費を大幅に削減

さらに職員数を▲22人削減（正職員▲6人・会計年度任用職員▲16人）

● 債務・債券管理（▲23,524千円）

町債残高の計画的な削減により、公債費を縮減

さらに積極的な基金運用により財産収入を獲得（3,468千円）

● 下水道・簡易水道事業補助金（▲42,812千円）

使用料の適正化等の取り組みにより、一般財源の負担を軽減

● 温泉事業特別会計繰出金（▲3,128千円）

納入金の大幅増により、一般財源の負担を皆減

さらに未来投資へ積立を実施（20,373千円）

● 地域公共交通事業（8,125千円）

● 軽・中等度難聴者補聴器購入費助成事業（405千円）

● 高齢者予防接種事業（55,764千円）

● 生活支援体制整備事業（7,370千円）

● 学校給食費無償化事業（50,249千円）

● 保育所・学校施設改修事業（12,925千円）

● 小中高等学校入学祝金支給事業（3,033千円）

● 若者定住促進住宅補助金交付事業（16,000千円）

● 中山間地域総合整備事業（45,000千円）

● オマーンとの国際交流事業（135千円）

● 書かない窓口設置事業（827千円）

● 緊急自然災害防止対策事業（48,000千円）

● 町道三珠中通線歩道設置事業（43,000千円）

時代のニーズに応じた施策の確実な実施

高齢者及び障害者施策

こども子育て施策

地域活性化施策

生活環境施策


